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 （障害者職業総合センター職業センター企 課 障害者職業カ ンセ ー） 

 大作・  （障害者職業総合センター職業センター企 課） 
 

 め  

障害者職業総合センター職業センター（ 「センター」

という。）では、 17 から 的障害を わない発達

障害者を対象とした ーク ス サポート グ

（ 「 」という。）の実 を通 て、発達障害者に

対する 種支援 法の 発・ 良に取り組んできた。 

発した 法の とつである「 ク ー ン ト

レーニング」は、 25 に支援マニュアルとしてとり

まとめ、 域センターを めとする就 支援 に く

してきたとこ であるが、支援 場からは、 の き

合 の 感 が らい発達障害者に対する ク

ー ン法 、発達障害者に対する認 面へのア ー

、 々の状況 状態 に た いニー を し

ているとこ である。 

発表では ク ー ン トレーニングの 良に

あたって、中間報 として 状のニー と今後の方

性について発表する。 

 

２ ーク サ ー ロ の  

では、 者１人 とりの特性、職業上の課題 に

ついて なアセスメントを い、アセスメント結果に

いて、職場で適 するためのス ル付 のための支援を

実 している。また、アセスメントは１ で わるのでは

なく、ス ル付 のための支援におけるあら る場面を活

用し、 的にアセスメントを うことに 点を置いてい

る。 的には、５ 間の「 ォーミングアッ アセス

メント （ アセスメント という。）」と 間の

「職務適 実践支援 （ 実践支援 という。）」の

1 間でス ル付 とアセスメントを っている。 

アセスメント では、 の 者の障害特性と職業的

課題について している。実践支援 では、アセスメン

ト で した 者の特性と職業的課題に対する 対

処 、事業 に する 事 の検 を うため、就

業場面を想定したより実践的な支援を っている。 

は、「就 セミ ー」「作業」「 」で

ており、そ を 付けて実 している。「

付け」とは「就 セミ ー」で た 識 ス ルを「作業

場面」で し、「 」でその結果を 者と支援

者とで振り返り、振り返りの結果を まえて、職業生活に

なス ル付 を に い、 作業場面で する

ことをいう（図１）。 

 

図  の 連付  

 

３ ク ー ー と  

ク ー ン トレーニングは、発達障害者が

らのストレス・ の状態を し、 々のストレス・

、 分 の状態に た ク ー ン法を して

実践することにより、職場におけるストレス対処ス ルの

上を図るためのトレーニングである。 では「就 セ

ミ ー」で実 している（表）。 

 

表 ク ー ー の  

 

 

発達障害者はストレス・ に対する らの 理的、感

情的状態の 化に きにくく、その の対処ができな

いといった状況からストレス・ の を け すくな

るという特 がある。 

職場では、対人 業務 の様々なストレッサーが

しているため、ストレス場面を予 して回 することは

しく、 らないう に過 中による ストレスを

している 性がある。その にも「 のことで が

いっ いになって作業に 中できない」、「 事に を

取ら て、目の の作業ができない」、「過 の 事を

思い し、 な 分になる」といった 題も発生し すい。 
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ク ー ン トレーニングでは、上記のような

課題に対して、①ストレス・ に きにくい に着

目したアセスメントとセルフモニタ ングの支援、②スト

レス対処のス ル 上のための支援の 点の考え方に

いてトレーニングを実 している。 

 

４ ク ー ー の    

0 から ６ 日までに 8カ の 域セ

ンターを対象に ク ー ン トレーニングに す

る ア ングを った。「 の ク ー ン ト

レーニングにおいて、 らかの 良が かどうか 」の

に対して、「 面的、または部分的な 良が 」と

の回 が7 、 ク ー ン トレーニング

の 良に対するニー の が えた（図 ）。 

 

 
図２ ク ー ー の の  

 

的なニー としては、「 の 面の 化

を、 ・ストレスと結び付けて考えることが しい 用

者が い」、「 の の き方 がつかみにくく、

ク ー ンを うことによる の 化を感 にくい。

そのため、 けを るに まってしまう 用者もいる。

その点を な視点で 良できるとよい」、「 状態に目

を ける がないと、 型 としての グ ー ン

を っても、結果として ックスには っていないこと

が い」、「 ックスした状態を感 ること が し

いため、認 、 分、 の状態が分からないとこ が障

害 と思う」、「 用者によって、 ク ー ン法に

対して合う、合わないがあるため、もっと くの ク

ー ン法があるとよい」、「実 効果の検 の

セスをモニタ ングできるような 組みがあるとよい」、

「発達障害者の認 に着目したストレス対処方法があ

るとよい」 、 い意見を することができた。 

こ らのニー での実践結果を まえ、 ク

ー ン トレーニングを、より い状態 の発達

障害者に有用な 法として活用するための 良に取り組

こととした。 

 

５ ク ー ー の  

したニー を整理し、 する 見の情報 を

まえ、今後の として、 のように考えている。 

( ) ク ー ー の

の  

こ まで において実 してきた ク ー ン

トレーニングの実践事例の と分 を い、 良ポイ

ントを整理する。 

( ) ク ー 報の  

発達障害者の ク ー ン に する 内 の

進的な 見の情報 を う。 

( ) ク ー ー の ルの

と  

(2)の結果を まえ、 ク ー ン トレーニン

グで実 する たな ク ー ン の モデルを

作 するとともに、 結果を まえながら、その結果を

もとに び 良を う。 

(4) の の の  

的な対処方法を実 するためには 分の状態につい

てのモニタ ングが となるため、 ク ー ン

トレーニングの となる 分の状態を する指

的方法 について 発を う。 
(5) 報 の  

たな ク ー ン トレーニングの 、実

方法、実 結果、支援事例 び 意事 を取りまとめ、実

践報 を作 する。 

  

６  

今後は なる情報 および グ での実践を み

ることで支援の内容を 化 せ、より効果的なトレー

ニングの実 について き き検討を う。 
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の  
「 」 考 業 と 業の 用  

 

 （特定 活 法人ク スジ  ク スジ ） 

 田 （特定 活 法人ク スジ ） 
 

 め  

の 結果１)によると ー ークを通 た障害

者の就職 は 7 81 で、対 . の となっ

た。しかし、障害者職業センターの )からは 職

者 職者の 合が いことが分かり、就職時の

マッ ングの 性が えら ている。 

2018 からは定着支援事業が となったが、今一

確認しないといけないことは就 備性を めた上で就職

の後 しを うこと 。  

・ ３）は 者の就職、職場定着のためには ー

ドス ル（職務の ） けでなく イフス ル（日常生

活の ） フトス ル（職業生活の ）のアセスメ

ントが であると指 しており、こ を に実

る が就 支援事業 と考える。 

では「大 障がい者  職者 ース

（通 型）」（ 「 職者 」という。）を 用し、

就職後に 整理を った事例を通 て、職業 備性 就

支援のあり方について検討する。また、 け

の企業に める雇用 理についても していく。 

 

２  

( )  

職者 とは、企業に する障害 を する者

が、ク スジ が取り組 に一定 間 加するもの

で、面 などを通 て認 の レへの 付き 整理を

める取り組みである。 

間は 0時間を上 とし、通 時間の 定は 対

が 。 の事例では、就 から３ 目のタイミ

ングで 12日間（１日５時間）事業の 用を った。

時間は、 ・ ・ ・ 日の 時 0分 15時 0分。

日は会社への 日とした。 

( ) 対   

タダ （ ）、 0 性。 性 障害、 性障

害。 障害者 １ を 。2018 11 に 社に障害

者雇用で 社。面 時は 障害のみを 示している。

社では人事部で社会保 業務に わるが、指示理解の し

性 業 との わりなどでト ルが生 、企業内

で「対 の しい人」という 象になっていた。 

社で就職するまでにも の企業で障害者就 を う

がい も 職。支援 の は めてである。

に 加する中で、 の があることを した。 

３ 結果 

表１に の企業評価、表 に 後に対象

者に ア ングした内容、表３に 実 と効果、表４に

支援者から企業へ ったア ー と効果を示す。 

  

表  業  

① 指示した内容を ており、 えら ていないと う。

をつく、 す がある。 

② 分がとったメモの理解が ない。 的障害を ってい

るのではないかと考えている。 

③ 性 業 に対し、容 を指 する、 の 業 もいる

で を く。 人なりの ミュニ ー ン と思う

が企業内では 適切である。 

 

表２ 対 の ア  

① 指示を ると後 部分の き取り メモ取りが間

に合わない。 0 、中 用の で「分からない」と え

ることに いがあった。メモが取 なかった内容を

、 に がった。 

② メモを取りたいが、作業を えてもらう時は様々な内容を

えら るので、まとめる際に内容を することが

ない。指示が を指しての ったか整理 ない。 

③ 職場 イ ートを わ 、 会った人とは 良くな

り、人 を たいと考えている。 

 

表３ と効果  

① メモ取り 習 

メモに慣 ることから まり、 したメモの き方などを

習。簡潔な内容、 っくりした で すとメモが き すくな

ることに 付き、今後の 事 として えることを確認した。

の 生が指示を けている様 を見て、 があった時の

方法を ことも た。 

② ジネスマ ーのグルー ーク 

スト４)を 用し、 性との付き合い方、アフターフ イ

の付き合い方を 習。性 のない わり 務 でも 達の様な

わりはしないことを確認する。 のルールを見える化し、

ルール確認を ったことで、今までの が職場では 適切で

あったことに 付くことが た。 

③ 面  

12日間の で５回実 。 の整理を中 に いなが

ら、 感の き しの場に 定する。会社から見た 人 と対

象者の考えをすり合わせも うことで、 者からの見え方を共有

し、「 分の考え の人も んでいること」ではないことを

ることが た。 
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表４ 業 のア ロー と効果  

① の経過報  

 人事 当者 一 に く 業 に まってもらい の報 を

実 。 障害と 性障害 に、 があることを共有

し、指示 しの際の 事 を確認した。また、対人面において

は のルールが分かりにくいため、 的にルールを 示して

しいことを共有し、理解を ら た。 

② わ かまり 

 があること、 事 に しては一定の理解を ら

たが、 加までに対象者が作った「 」を めることは容

ではなく、対人面のわ かまりは解 なかった。また、

後に対象者が会社を した際、「 の 作用で が

い」と 。そ が の内容であったため、社内での 信感が

し、状況が 化。 

 このわ かまりが を くことになり、 後から４

後に 職している。 

 

４ 考  

( ) 業 と イア 業の  

-５から の が 用 、障害特性には

がなく であるとの考え方が まってきている。

の対象者も は けていないものの就 が

になっていた には があることが分かった。この

認識に るには一定 間、 した （ ）に

をおき、 評価と 者評価をすり合わせる があり、

その 場 として就 支援事業 は役 を うこと

が たと考える。 

また、 用者と一 に を うことで、 分と 者

の から、 今後 化していくポイントを する

ことも になる。意図的に の がり効果（ 用者

の 作用）が ら る グ 定を うことで、

生活 通 する を有意 に ると考えた。 

の就職活 では ードス ルを 視する考えが

であったが、対象者の課題は フトス ルが大きな 合を

めており、 フトス ル、 イフス ルのアセスメント

なくして就 支援は り立たない。この考えは支援者のも

の けにするのではなく、企業の人事 当者に対しても共

有することが で、「作業が る くことは る」

が、「作業が る き けることが る」ことを

える役 も っていきたい。 

( ) 「 ル 業 ー

担 と の課題 

雇用 の し は障害者雇用に った ではない。一

の大 業者でも就職から３ 内に ３ が 職して

おり５)、就職ありきの時 の中、 ての人が職業 備を整

えて就職することは しいのかもし ない。 

職者 は就 支援事業とは う しい ッ ー

ジとして、職業 備性 企業の雇用 理にア ー

る取り組みになった。 における雇用 理のア ー

としては、 の経過報 （ミー ィング）において、

人事 当者 けでなく、障害のある人と一 に く 業

を き み、 もが き すい職場にするための意見

を ったことにある。企業で障害者雇用を せるため

には、職場 で き すい を作ることが で、そ

は 理職 けの で せるものではない。 職者 を

通 ては、 理職の ーダー ッ を ながら、職場

で き す を考える 会が できたものと考える。 

また、この取り組みの効果を めるためには、就職から

の での事業活用が ましく、一 の大 者が会社

の 人 を ける様な 置付けになることを っている。 

た し、 は2018 に実 た 職者 のモ

デル ースであり、 的な事業は201 からの実

ている。事業の ス 作り 有効性を める取り組み

については、 き き、実践の上、 を けることとす

る。 
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のサ ー と 業 との連  
の ー ま  

 

 （ 保健大 大 部 ー ン  師） 
 

 め  

、大 などの では

指定 による 者が 加 にあるが1)、 も

例にも がその 態により してく

る。ボーダーフ ーな大 え、指定 る評定 も

いうえに一 とは なり、 目 験という る

い にもかけら ていないことから 当 から 上

ま まな が 生 人に 上してくる。しかし、

を える 生の とんどが 未 であるうえに、

には 生支援センターもない。カ ンセ ーも か

ら常 が 当しているが、 用は ない。そのため、

に が に かしらの を える 生（ 「

生」という。）に対 してきたのが 状である。

も理 法 作業 法 などの 職者ではあるが、

人にあった適切なサポートができているとはいえない。

内では ク スの１ りの退 者を しているの

が 状である。 

障害の有 に なく、201 2018 における退

者は共通して 習面と生活面とともに ま まな

を有している。しかし、 は当 生に対して 習指

はできても、生活指 面は 人の特性に合わせた適切なサ

ポートができているとはいえないこと。 内 による

生へのサポートに を感 ていたとこ 、 生

を めた25 までの 者を対象にした「 ア支援

グ （ 「 」という。）を実 している事

業 が 内にあることを り、 から と

を取らせていた くことに った。今回は、 生

へのサポートの と今後の も めて実践報 をする。 

 

２ の ー と  

ら2)が職業未 定 を用いて大 生と 生

を した では、 のう 「未 」、「 」、

「 直」において大 生 は 生 よりも く、

「 定」は １ 生 が大 １ ３ 生 よりも

かった。こ は、 の職業を 定したうえで してい

る 生とそうではない大 生（ 部 ）との い

を表している。また、 職者（ 資 ）を

する 部 も職業 定後に するという意 では

と共通しているといえる。なお 部・ の

における特 は、 験を とする職業を目指す

に当たり、 に な 験対策が となることで

ある。しかし 生にとって らに といえるのが、

床実習がカ ュ において くの 合を めている

点である。 理 法 を例にとると、１ の見

実習が１ 間、 の評価実習が４ 間、３ の総

合実習が 間を の1 間の 21 であり、 業

３ 間のおよそ15 に 当する。 

田ら )が理 法 生に対して実 した では、実

習課題種 によるストレス の は認めら 、実習中

に けるストレス については 生 人の特性によるも

のが大きいと している。 師 理 法 などの３

は法 において の である。４

と して時間的な はなく、 生 に

を き起こす かしらの特性がある場合は、 目

床実習においてつま く 性は い。 

上から、 部 における 生支援のニー

は、就職活 上にストレスフルな 床実習対策が１ 生

の から であることがいえる。 

 

３ の課題と 業 との連  

理 法 における201 から2018 のド

ッ ア ト者のう 、 験した 区分では指定

が 、 が27 、一 が1 、一 が

、社会人 が４ 、特 が４ であった。退

理 では、「一 上の 合」が 、「 業 振」が

2 、「進 」が2 と く、その か「経 的

合」10 、「進 」 と いた。 上から、指定

と による 者が 70 を めており、

において るい にかけら ていない部分（

習習慣など)がド ッ ア トに直 つながっているの

ではないかと考えら る。また、退 理 も ま までは

あるが、 くは が取 なかったことが き となった

のが実情である。しかし、退 者は共通して 作 ・

の 題 床実習で を いら るなど、 なる

「 」では けることができない ど に

題があることを面 により確認している。 のとおり、

の 生支援は （ と ミ ）が として っ

てはいるが、当 生が 々に える 題点をカバーしき

ていないことを退 者が るたびに してきた。そこ

で 目したのは、就 支援事業 を している 内

の一 社 法人 . .（ 「一社 . .」という。）が実

している の中のジ ミ（ くための
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を につける グ ）の内容である。 ジネスマ ー、

ミュニ ー ン、インターン ッ 、 ンス ル

など、 の 生が１ 生 生のう に ことで

床実習対策につながること、また社会人になるために

な意識の 化 就 支援事業 との による 効

果を して、 （2018 ）から 上 がある

生を対象に を めた。 は面 のみが 、

が１ であった。しかし、い もド ッ ア ト対策

には らなかった。 

 

４ 業 との連 の と の  

に一社 . .より、 から大 を して

生に対して ーク ッ を う「  in 

college」を することを った。 生への「

」周 ６ 21日に一社 . .スタッフに していた き、

ー ン １ 生を対象に ミュニ ー

ンについての ーク ッ を していた いた。 

生への 後アン ートのう 、ま 今回の 内容の

については、「今後とても役に立つ内容であり 中

になって した（ 8 ）」と「今後役に立つ内容 と思

う（5 ）」とで 7 と良好であった。 に「今回の

ミュニ ー ン ーク ッ は今後も と思う

か」の いに、「とても 。 会があ また け

たい（15 ）」と「 。 会があ けたい

（51 ）」と が回 した。一方で、「 かどうかは

わからない」が21 、「あまり 性を感 ない」と「

性を感 ない」で1 が回 した。 上から 内容に

は したものの、 ミュニ ー ン ーク ッ が

分にとって なものかどうかは え方に 人 が見ら

た。 らに、ジ ミの を うと、「ジ

ミを したいと考えている。後日 を けたい

（５ ）」と「ジ ミの は きたい（21 ）」と

で2 が あると回 した。一方で、「アルバイト

用で は考えら ない」が51 、「 する 性は考

えら ない」が った。その後、 がジ を

した。 の から、 が 回面 に立

会うことにより、 生のニー 支援内容の ができ、

生と事業 との し役、事業 と大 との が

になった。また、当 生との も くなり、

ミ 当 との も が した。今後は 内での 生

支援の 実を図りつつ、就 支援事業 との を

に 生支援センターの を いていく。 

 

 

 

 

【参考文献】 

1)文部 ： 0 立大 ・ 大 者 実

状況の http .me t.go.jp men ho do 1  

0 1 1 52.htm ( 日201 7 18日) 

2) か：大 生を対象とした職業未 定の 日

理 会 7 回大会発表 文 12 200  

) 田 か： 床総合実習において理 法 生に生 るス

トレス の 時 化 51回日 理 法 大会

理 法 201  
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ア ル ー 化 ロ  
ア ル ー の  

 
 （ 田大  ・総合  ） 

 好 （大 大 共生社会文化 ） 

 

 め  

17 に た発達障害者支援法 、発達障

害者の就 支援において様々な の 実が図ら てきて

いる。 的には、障害者雇用 （ 0 ４ １日

から2.2 ）に き、 業 .5人 上の企業は障害者

を雇用しなけ ならなくなったが、 神障害者保健

を取 した発達障害者も雇用 の対象となった。 

また、発達障害 の 因により、 ミュニ ー ン

に を える者に対して ー ークに「就職支援

ーター」を 置し、総合的な支援を う「 ミュ

ニ ー ン 支援者就職 グ 」 者事業を実

るようになり、 域障害者職業センターでは、発達障害

者の社会生活 、作業 の 上を目的とした

「発達障害者就 支援カ ュ 」を 職業 備支援

職活 支援、 との就 支援ネット ークの

に けた取組などが 的に実 るようになってき

た。 

しかしながら、発達障害者の特性に た支援が 分に

しているとはいえ 、就職してもす に 職となって

いる発達障害者も いことが 立 法人 ・障害・

職者雇用支援 1) で報 ている。 

 

２  

( ) の ア ル ー の  

発達障害者を雇用した企業が える就 上の課題につい

て 5)は表のようにまとめている。 

 

表 用 題 

上司 が ったことが理解できない 

にうまく えることができない 

好ましくない 表 を表し、 を な思いに せて

しまう 

な は理解できない 

の を 視して 分の好きなこと けをし り

ける 

分 な をしてしまって、周りから がら る 

感情的になり すく、かんし くを起こす 

場の が めない人た が いため、人間 に支障を

してしまう 

 

表から、 的にアス ル ー 者が える 題が

いことがわかる。 

 その理 として、アス ル ー 者は面 でうまく

対 できない、就職したとしても対人 でつま き、定

着でき に 職を繰り返すといった 題が いからである。 

( ) 課題 ード ル フ ル 

ードス ルとは えら る 、あるいはた すく

化できる のことをいう。例え 、 ードス ルは

で したり、 で ことができ、職場での作業を

習するようなス ルである。 例としては、 の

習、 資 の取 、 ー のタイ ングのス ード、

作、 ン ューターの グ ミングなどの「職業

」のことである。 

一方、 フトス ルとは、 化するのは なス ル

であり、一 に「 eople kills」として ら ている。

的には、 刻をせ に職場に く、 しなみを整え

る、職場のルール マ ーを る、適切に みの

を過 せる、 理ができる、適切な対人 ができる

などの「職業生活 」になる。 

アス ル ー 者の中には ン ューター 作 の

ードス ルの 面では い を していても、対人

ミュニ ー ン、日常生活ス ルなどの フト

ス ルの 面で社会に適 できないことが い。 

その結果、 endrics )によると、 では50 75 の

アス ル ー 者は失業中であり、 障害としてう

つ 、そううつなどの 神 を することになり、

神的 的 題が就 を 害している 因であると報

ている。 

( ) の 業 ー の  

ller  h ler  rton  ates )によると、アス ル

ー 者の就 上の 題の一つとして、アス ル ー

者に特化した就 支援の グ が 発 てい

ないことが指 ている。 

アス ル ー 者は ミュニ ー ン、対人

に を えているため、職場の ・上司から 解

ることも く、障害特性の理解を ることが しい。その

ため、 型の面 職業 では、一方的に し けた

り、 ミュニ ー ンのみでは上 くかみ合わない

ことが生 る 性がある。 

職業アセスメントにおいても、支援 内での職業
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評価 職業適性検 けでは、実際の職場で生 る対人

視 の感 の 因などを すること

ができない。 

らに職業 における適職マッ ングでは、 人の

ニー が 確でないこともあり、就職してから「 分の

ニー とは っていた」と 職へつながる者も い。 

よって、 では ースカ イ 大 部

神 に する  tism rogramで 発 た通常の

大 （ ）に するアス ル ー 者の就 支援

グ - における支援を することを目的とす

る。 

 

３   

( ) の  

- というのはどのような グ で、 が の大

で実 できるかについて する。 

( ) の 果と 用  

 で実 た - の 果を が にどのように

用す きかを検討する。 

 

４ 結果 

( ) の  

通常の大 業までの のアス ル ー

生（生 ）に対する就 のための グ  

 間は12 間にわたる2 回のセッ ンをグルー

から め、インターン ッ などを経験することにより、

通常の大 から就 への を 進する グ

である。 

な支援内容は実 の指 （整理 合、時間の

理）、社会 ミュニ ー ン 者の視点の理解、職業

上の ー ルス ルの指 、支援を める方法の指 、

感情の ント ール、大 、職場、 での ー ングス

ルの指 、 性の指 となっている。 

( ) の 果 

アス ル ー 生は 器 の 用にたけており、

また よりも視 支援が有効であることから、スマート

フォンのア ー ンである ン ー カレンダー

ス を うことによって、実 を補えるようにな

り、 分で目 まし時 を って起きることができるよう

になった。 

また、 は イン ンド ーを 用することにより

と を う をマスターすることができるよう

になった。 

 

５ 考  

アス ル ー の 生は 援助 などの フ

トス ルの に を示すことが く、大 内で な

どを指 してもス ルが 化できないといわ ている。 

また、このような フトス ルを指 する時間も なく、

とんどの大 （ ）においては職業 （ ア

）には の 会しか えら ていなかった。 

よって、大 業後に就職してからではなく、大

中にインターン ッ などの実際の 場において 化

た就 支援 グ を 験することはとても有効 と

考える。 

とりわけ、特定の就職 に結びつくス ルの指 を う

ことによって、大 および からス ー な就 への

が となる。 

 

６  まとめ 

日 生支援 2)によると、定型発達の大 生の就職

は 5 を えているが、障害のある 生の就職 は

50 、その中でも発達障害のある大 生の就職 は 0 と

めて く、 らに就職しても 職者が いと報 て

いる。 

その理 として、実 が く見通しが らいア

ス ル ー 生にとって、今まで 験したことのな

い 事は、 な 化を け なけ なら が

まること。 

また、大 まではそ ど と ていなかった職場

でのマ ー 対人 ス ルに を示すことなどが

ら る。 

そのため、社会人となる上で となるス ルを大 時

に に着けておくことは大 から就 への に有効な

立てとなる。 

 

【参考文献】 

1) 立 法人 ・障害・ 職者雇用支援  障害者職業総

合センター 部 ： 報 o.125 発達障害者の職

業生活への と職場の実態に する (2015) 

2) 立 法人日 生支援 ：大 大 び

における障害のある 生の 支援に する実態 結果

報 (201 ) 

) endrics .  mplo ment and ad lts ith a tism spectr m 

disorders  hallenges and strategies for s ccess. 

o rnal of Vocational eha ilitation 2 p.125 1 (2010) 

) ller . h ler . rton . . ates . . eeting the 

ocational s pport needs of indi id als ith sperger 

ndrome and other a tism spectr m disa ilities. o rnal 

of Vocational eha ilitation 18 p.1 -175(200 ) 

5) ：「発達障害者の雇用支援 ート」 (2012) 
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「三種の神器」 活用 対策の と効果  

 

 C ー デ 会社 部  

リ 開 ド 業 型 応 助 リ サ タ ト  

 C ー デ 会社 部  
 

  め  

 Cフィールディング株式会社は、 Cのグルー 企業

で、C 器の保 サー スを ア事業として、様々

な ュー ンサー スを している企業である。

（C ） 上を事業 の としており、サー

ス の はもとより、常にその 上を する事業

の 、 内を中 に 81 （201 ３ ）の

サー ス 点を している。そのため、障害者雇用にお

いては、 点分 型の就業 理 、サー ス のための

様な職務内容と、障害を つ方 有の特性との整合性を

分 した 用・定着支援に取り組んでいるとこ であ

る。 

 

２ 「 」と  

特性 の内 は図１の通り。特性 の は、 2

（ 、 2 、内部22 、視 ４ ）、 神

である。なお、職種 の内 は、定型業務 の事務職が

、企 ・ 職種が 5 、その が と

なっている。 

図   

 

３ 「 ー 「JC」と 」

の  

 障害者雇用 進法 （2018 ４ ）に う法定雇用

の 上 、「 き方 」の 進など、 の障害者雇用

を取り く 化を まえ、 神障害者の雇用拡大への

取り組みを 化している。 神障害を つ方の雇用におい

ては、特性に した業務アサインに加え、対象者 が

の特性に起因するミス・失念を予 する 立てを に

着けることが効果的である。そのため、 神障害者の雇用

の際には、適 「JC支援」によるサポートを実 するこ

ととした。 

４ JC  

事例は、ト イアル雇用（2018 10 から６カ 間の

フルタイ 務）の適用と せてJC支援（ ア支援対

象）を実 し、その結果を まえて 社 用に った事

例である。 

( ) 対 の  

支援対象者の な特性は表１の通りである。支援対象者

が 用してきた就 支援サー スからの情報 、ア

セスメント1)の結果を まえ、業務 に す の大

きい特性を整理・確認し、JC支援の取り組みを進めるこ

ととした。 

表  主な と業務 の  

分 業務 の  

 業を り返す。 等 

  業 で 。 き 等 

その他 応 の対応、 行 業 等 

 

( )  

職場上司、企業 型職場適 援助者（ 「企業内

JC」という。）、 業 および保健師、就 支援

サー ス事業者、および 型職場適 援助者（ 「

JC」という。）の を確認し、JC支援 を 確に

した（図 ）。 

図２ JC  

 

( ) 主な担当業務と課題 

ト イアル雇用 間中の な 当業務は表 の通りであ

る。 々の 当業務に する は するが、どの業務

においても、「ミスを予 しつつ、定めら た業務を 日

内に し、その セスを できること」が、職場適

を評価する上で な指 となる。そこで、業務 状

況・ 務状況・生活 ・ に する情報を支援対象
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者・上司・JC間で共有し、課題への対策を習慣化する取

り組みを進めた。 

表２ 主な担当業務 

項 目 主な業務内容 

ＩＴ関連 
部内ＩＴ環境整備補助、定型データ加工、ＴＶ

会議開催サポート等 

補助業務 年末調整関係、住民税関係等 

その他 社員証の備品要求対応等 

 

(4) 課題対策の習慣化 

上司のマネジメントとJC支援を通して、課題への取り

組み状況と結果を共有し、より効果的な対処方法の検討と

実践を繰り返した（図３）。 

 

図３ 課題対策の習慣化フロー 

 

(5) 「三種の神器」活用と結果 

「カレンダー」「スマートフォン」「メモ」など様々な

補助ツールの活用と評価・見直しを繰り返した結果、「三

種の神器」（表３）と称するツールセットが、特性に起因

するミス・失念の軽減に効果を発揮している。 

表３ 「三種の神器」 

品名 主な使用方法 

付箋 指示・予定などを都度記録する。 

卓上ボード 
時間軸で領域を分けて付箋を貼り付け、常に

視認できる状態とする。 

日報 
業務・生活リズム・健康面などの日々の振り返り

と、予定の棚卸を行う。 

 

ア 「付箋」の活用 

指示・依頼により予定が確定した際には、その場で「予

定日」「作業内容」を簡潔に記載する（図４）。 

図４ 「付箋」活用の様子 

 

イ 「卓上ボード」の活用 

板面を図５の通り、「当日のAM（①）、PM（②）」と

「日付未定（③）」の３つの領域に区分し、付箋（予定記

載）を張り付け、常に視認できる状態に置く。 

 

図５ 「卓上ボード」活用の様子 

 

ウ 日報 

「当日の業務」「課題の確認」「健康状態、起床・就寝

時刻」「感想」など、定型文にまとめて振り返り、予定・

実績を棚卸し、上司・企業内JC・保健師と共有する。 

エ 効果 

退社時に、１日を振り返りながら日報をまとめ、ボード

の付箋を確認・整理して翌日に備える（図６）のサイクル

を回すことが、日々の意識付けと予定確認に効果的である。

加えて、職場メンバーも支援対象者の予定を目視確認でき

るため、周囲からのサポート面でも役立っている。 

 
図６ 「三種の神器」活用サイクル 

５ まとめ 

この事例においては、「三種の神器」「支援対象者の意

思と意欲」「上司・職場の理解・適切な支援」「JC支

援」の組み合わせがこの良好な結果に結びついたと考えて

いる。今後においてもこの経験を生かし、障害者の雇用拡

大・定着支援に資するよう取り組んでいきたい。 

 
【参考文献】 
1) 障害者職業総合センター：支援マニュアル№18「発達障害者

のアセスメント」p72-75（情報処理過程におけるアセスメン
トの視点(Ver.10) 
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